
キーワードによる文章間のつながりを活用した
コミュニティ内情報共有

芝崎 亮 † 千葉 大作 † 中沢 実 ‡ 服部 進実 ‡

†株式会社 アルファシステムズ ‡金沢工業大学 知的創造システム専攻

1 はじめに
ある特定の目的の為に形成されたコミュニティの参

加メンバーに対して、Blogを通じてコミュニケーショ
ンを行う試みが登場している。東京虎ノ門にある社会
人大学院の金沢工業大学知的創造システム専攻でも、
選択科目の受講生に対して Blog を提供し、トラック
バックやコメントを利用した教員・受講生間や受講生
同士のコミュニケーションを試みている。
しかし、現実はコミュニティの参加メンバーの大多

数が、そのコミュニティの中心人物が運営する Blogを
主に閲覧する傾向があり、コメントやトラックバック
も中心人物に対してのみ行いがちである。実際に金沢
工業大学での授業におけるBlogの利用でも、授業にお
ける中心人物であるといえる教員とのやりとりが大多
数を占めた。
そこで本論文では、あるメンバーが投稿したBlogエ

ントリに対して、関連する Blog エントリを紹介する
システムを構築する事で、コミュニティ内情報共有を
活性化することを目標とした。

2 Blogエントリ共有システム
2.1 Blogエントリ共有システムの概要
図 1は単一の Blogエントリを表示した画面である。

コミュニティ内にある全てのBlogには、各エントリご
とにその内容を表すキーワードが複数個選ばれており、
エントリの本文の上に表示されている。Blog閲覧者は
これらのキーワードの中から一つ選択する事で、全て
のエントリの中から選択されたキーワードを持つエン
トリが一覧表示された画面を閲覧する事ができる。図
1ではキーワードとして『Ping』，『MySQL』，『PHP』，
『実装』，『保存』が表示されており、『PHP』を選択し
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図 1: Blogエントリの関連キーワード

た場合に表示される画面が図 2である。

図 2: 同一キーワードを持つエントリの一覧表示

図 2の画面では、直前に閲覧していたエントリも含
めて 4件の『PHP』に関するエントリを選択できる。
さらに、選択されたエントリに表示されたキーワード
を選択する事で、閲覧の対象を『PHP』をテーマにす
るエントリから『PHP』に関連するキーワードをテー
マにするエントリへ移動できる。これによって、自分
の興味があるテーマのエントリはもちろんのこと、関
連するテーマのエントリも気軽に閲覧が可能になる。
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2.2 Blogエントリ共有システムの実装
Blog エントリ共有システムは、コミュニティ内の

Blog群に対して以下の手順を踏む事で実現される。ま
ず、エントリに対して新規作成や修正が行われると、
Blogシステムは 2.3キーワード付加で述べる手法を用
いて、エントリに付加するキーワードを最大五個まで
設定する。そして、投稿されたエントリのキーワード
を、各キーワードが設定されたエントリを一覧表示す
るページへのリンクと一緒に表示する。さらに、Blog
システムが自動生成した RSS 1.0に、オブジェクトの
分類を可能にするmod taxonomy[1]を利用したエント
リのキーワード情報を付加して、更新情報として公開
した。
エントリを一覧表示するページはPukiWikiを利用し

て構築した。設定された時間が経過された状態でPuki-
Wikiが閲覧されると、PukiWikiは登録されたRSSを
パースして前回にパースした時から新規作成や修正が
行われたエントリを探す。さらに、見つかったエント
リのキーワード情報を取得し、各キーワードごとに一
覧表示を行うための PukiWikiのページに対してその
エントリのタイトルやリンク、投稿者の情報を追加す
る。以上によってBlog同士が同じキーワードでつなが
ることが可能になる。

2.3 キーワード付加

Blogエントリに対するキーワードの設定であるが、
エントリの文章から特徴語抽出を行い、特徴キーワー
ドとしてエントリに付加することにした。特徴語抽出
を行う文章に対して分かち書きを行い、各単語に対し
て式 (1)で求められる tf-idf値 [2]を計算し、値が大き
い単語を特徴語として選択した。

tf · idf = ni · log
( |D|
|(di ⊃ ti)|

)
(1)

ni :抽出を行う文章に単語 tiが登場した回数

|D| :文章集合Dに含まれる文章の数

|(di ⊃ ti)| :文章集合Dに単語 tiが登場した回数

各項の意味は tf の項が文章中によく登場する単語が
重要であり、idf の項は他の文章集合にはあまり登場し
ない単語が重要である事を意味している。文章集合D

には、以下の三種類の文章集合を用意し、システム管
理者が変更できるようにした。

• インターネット上の Blogエントリ (100,000件)

• 授業で受講生が記述した Blogエントリ (96件)

• IT分野の用語辞典の説明文 (8669項目)

3 試用対象
金沢工業大学知的創造システム専攻で行われた

「WEB アプリケーション開発特論」において、10 名
の受講生が Blogに書き込みを行っていた。全 15回の
講義において、各受講生が書き込みを行ったエントリ数
は最大が 15件で、最小が 2件で、平均が 9.6件であっ
た。また、一エントリあたりの文字数については、最大
が 969文字、最小が 7文字、平均が 127文字であった。
これらに対して、本システムの適用を予定している。

4 類似サービス
類似のサービスとして、付加されたキーワードを通

してブックマークや画像を共有するサービス [3][4]が
存在する。これらのサービスと今回のシステムの間に
は、共有するコンテンツがインターネット上か特定の
コミュニティ上かという違いがある。また、類似のサー
ビスはキーワードを人手で付加するのに対し、今回の
システムは自動的に付加している。これは、社会人で
もある受講生の負担を軽減すると同時に人手による付
加により生じるキーワードのゆれを解決する為に行っ
た。キーワードのゆれの問題はコンテンツ量の増加に
よっても解決されるが [5]、今回の状況では十分な量が
得られていなかった。

5 おわりに
今後は、実際に受講生のBlogエントリを対象にシス
テムを適用して、キーワードとエントリのつながりの
様子を分析する予定である。三種類の文章集合による
特徴語抽出の違いを参考にして、今回のシステムに相
応しい特徴語抽出を考案したいと考えている。
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